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19年間受診されている方の IｇEの変化。 
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2016年 6月 30日 

 

私が松本医院を知ったのは、母が親戚から話を聞いてきたのが発端でした。当

時、私は大学２回生で、小学生の高学年から悪化したアトピーにずっと苦しめ

られていました。ステロイド治療を続けていましたが、どんどん薬は効かなく

なり、よくなる見通しはなく、投げやりな気持ちで松本医院を訪れたと記憶し

ています。そこで、初めて松本医師より、免疫の仕組み、アレルギーの原因、

治療方法について説明を受けました。一度の説明では十分に理解することがで

きませんでした。ただこれまでのステロイド治療をやめて免疫の抑制を解放し、

リバウンドを乗り越えた後は次第に快方へ向かうという、治療の道筋のような

ものは飲み込めました。今まで、そのリバウンドが怖くてステロイドでごまか

し続けてきましたが、もうこれ以上は悪くなりようがないという思いで、腹を

くくって漢方治療を始めました。 

治療を始めてから半年から 1 年までは最も苦しく辛い毎日でした。かゆみは

もちろんのこと、皮膚がなくて汁が出てひりひりする不快感。その状態から寝

ても覚めても一時も抜け出せないため、何をしてもどこにいても気分を紛らわ

せることが難しかったです。その後も繰り返すリバウンドに辛い日々を送って

いましたが、治療を始めてから 7年ほど経ったある時、体の変化を感じました。

それまで、体の中から突き上げるような、発作的なかゆみが少し和らいだよう

に思ったのです。血液検査をしてもらうと、それまで上がるばかりだった IgE

の値が下がってきました。その後順調に、値は下がり続け普通の生活を送れる

ようになりました。今回血液検査の結果（IgE）を見返してみましたが、現在の

値の方が低いにも関わらず、数年前の方が調子がよかったといったこともあり

ます。シックハウスやエアコンのカビ、花粉、過剰なストレスなど、要因があ

ると、やはり症状は悪化します。これらを極力避けるように今後も自分自身を

メンテナンスしていきたいと思います。 
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H9.8.20 H10.4.21 H11.3.3 H12.3.31 H13.7.28 H14.6.14 H15.8.12 

172 159 207 515 645 1056 2670 

 

H16.2.13 H16.11.16 H17.7.30 H18.3.10 H18.8.8 H19.5.30 H20.1.11 

2530 2906 744 363 398 440 179 

 

H20.9.9 H21.5.19 H21.12.1 H22.10.8 H24.2.3 H24.9.14 H25.7.12 

84 52 42 27 27 32 55 

 

H26.7.18 H27.8.28 H28.6.24 

31 28 44 

 

H９治療開始、 

7年後（H１６）より痒みが和らぎ、以後 IｇEの数値が低下 

 

 

 

 

 

 

 


